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※1 サスティナブル素材 : 「ボトルtoボトル」によるリサイクルPET素材と、植物由来PET素材の合計
※2 削減目標はいずれも2015年比

トップメッセージ

ハッピーなひとときをお届けし、
社会との共創価値（CSV）を実現することで
すべての人に選ばれる存在を目指します。

コカ・コーラが日本で販売されて65年。
未来へつないでいく想い

　昨年は、米国ジョージア州アトランタでコカ・コーラが誕生して135年、日本で
販売を始めてから65年という節目の年でした。 そして今年4月、コカ･コーラ 
ボトラーズジャパンホールディングスグループ（CCBJHグループ）は、誕生5周年
を迎えました。当社の製品をご愛飲いただいているお客さま、そして事業活動を
支えてくださっているお得意さま、地域社会のみなさまをはじめ、すべてのステーク
ホルダーの方々に改めて心より感謝申し上げます。
　私たちを取り巻く世界は、この５年で大きな変化を遂げ、その変化のスピードは
加速しています。このようななかにおいても、誰もが幸せなひとときを求めてい
るということに変わりはありません。CCBJHグループのミッションは「すべ
ての人にハッピーなひとときをお届けし、価値を創造する」ことです。この
言葉には、当社の社員一人ひとりが製品・サービスを通じて、すべての人
の日々の生活に寄り添い、幸せな時間や人生の場面につながる価値を
生み出し、未来につないでいく強い想いを込めています。

継続的なビジネス変革の推進により
新たな成長の機会を

　このミッションの実現に向けては、まず私たち自身が持
続的に成長していかねばなりません。CCBJHグループ
では、私たちのビジネスを通じた経済と、社会との共創価値

（CSV : Creating Shared Value）を経営の根幹とし、こ
れらの価値向上に向けた取り組みを推進しています。
　経済価値の向上については、厳しい事業環境が続くなかで、コン
トロール可能な分野に注力してまいりました。引き続き成長基盤となるシェ
アの拡大を目指すとともに、競争力と収益性のバランスをとった価格・マーケ
ティング投資戦略を実行していきます。また、継続的なビジネスの変革にお
いては、ベンディングチャネルのオペレーションモデルのさらなる進化、物流

ネットワークの最適化、全社的なDX（デジタルトランスフォーメーション）による
業務の効率化など、取り組みは着実に効果を表しています。市場環境が正常化し
た際には、これらが成長の機会につながる強固な基盤になるものと確信していま
す。私たちを取り巻く環境は依然不透明ですが、変化に機敏に対応することで困
難な状況を乗り越え、ビジネスを成長軌道へと回復させていきます。

事業活動を通じて社会との共創価値を実現

　社会価値向上については、国連が提唱している「SDGs（持続可能な開発目標）」
をふまえ、日本のコカ・コーラシステムではサスティナビリティーフレームワーク
を策定しました。E（環境）S（社会）G（ガバナンス）各分野における具体的な目標とし
て「CSV Goals」を策定し、サスティナビリティーフレームワークの３つのプラット
フォーム「多様性の尊重」「地域社会」「資源」の各領域で、全社を横断した取り組み
を加速しています。「多様性の尊重」においては、ダイバーシティ＆インクルージョ
ンや女性管理職比率向上の取り組みに注力しています。「地域社会」については、
地域とのパートナーシップを強化するとともに、SDGsセミナーの開催やオンライ
ン工場見学を開始し、地域の課題解決や活性化に取り組んでいます。「資源」で
は、2021年に業界に先駆けてPETボトルのサスティナブル素材※1使用率40％を
達成しました。また、2021年10月、日本のコカ・コーラシステムは、国内バリュー
チェーン全体における温室効果ガス（GHG）を2030年までにスコープ１、２におい
て50％、スコープ３において30％※2削減する目標を公表しました。2022年2月に
は、気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）の提言に賛同するなど、2050
年までにGHG排出量実質ゼロの達成に向けた取り組みを強化してまいります。
　私たちの共創価値実現に向けた継続的な取り組みは評価され、ESG投資の代
表的指標「DJSI Asia Pacific」構成銘柄に4年連続で選定、「FTSE Blossom 
Japan Sector Relative Index」にも選定されています。

すべての人にハッピーなひとときをお届けし、
価値創造の歩みを進めてまいります

　CCBJHグループは、今後もみなさまのニーズにお応えしていくため、高い品
質基準を維持し、安全で信頼できる製品とサービスを提供し続けてまいります。
事業活動を通じて利益を上げながら価値を提供することで、社会全体に好循環な
サイクルを生み出していきます。どのように困難な事業環境にあっても、私たち
が前に進む原動力は、ステークホルダーのみなさまのために価値を創造し、今後
何十年にもわたって選ばれる存在であり続けたいという想いです。「すべての人に
ハッピーなひとときをお届けし、価値を創造する」ことで、私たちは、持続的な成長
に向けて歩みを進めてまいります。

カリン・ドラガンコカ･コーラ ボトラーズジャパンホールディングス株式会社
代表取締役社長
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社会との共創価値（CSV）

https://www.ccbji.co.jp/csv/

IR・投資家情報

https://www.ccbj-holdings.com/ir/
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「withコロナ」において売上の改善を図るとともに、
中長期の事業成長に向けた投資を継続

証券コード：2579

株主のみなさまへ
2021年12月期 中間報告書
（2021年1月1日～2021年6月30日）

トップメッセージ

Top Message

カリン・ドラガン
代表取締役社長

　平素より当社への格別のご理解とご支援を賜り、誠にありがとう
ございます。新型コロナウイルス感染症に罹患された方々と
そのご家族に心よりお見舞い申し上げます。また、感染拡大
防止や治療等に日々ご尽力されている関係者のみなさまに
心より敬意を表します。
　当社のミッションは、困難な時期においても、すべての人に
ハッピーなひとときをお届けし、価値を創造することです。
みなさまの生活に寄り添い、安全・安心な飲料・サービスを
提供し続けるために、さまざまな対策を講じてまいりました。経済
活動の早期再開に貢献すべく、社員、業務委託先、サプライヤー
等を対象に新型コロナウイルスワクチンの職域接種をいち早く
実施したことは、その一例です。

上期の総括
　本年上期（1月1日～6月30日）における国内清涼飲料市場
は、新型コロナウイルス感染症の影響継続などにより、前年
同期比微増で推移したものとみています。そのような中、当社は
新製品の投入や販売チャネルごとのトレンド変化への対応など
により、売上への影響を最小限に抑えてまいりました。また、
コントロール可能な分野に注力し、ベンディングチャネルのオペ
レーションのさらなる効率化や、アジャイルで柔軟な供給体制に
向けた自動物流センター「埼玉メガディストリビューション

センター（DC）」の稼働、低コストオペレーションの実現に向けた
サプライチェーン体制のスリム化、新しい働き方の推進等の
変革の取り組みを進めてまいりました。さらに、「廃棄物ゼロ社会」
の実現に向けた100%リサイクルPETボトルの採用拡大や、
ダイバーシティ＆インクルージョンの推進などESGの取り組みも
強化してまいりました。
　上期の売上収益につきましては、第1
四半期は新型コロナウイルス感染症の
影響が限定的であった前年同期と比べて
厳しい結果となりましたが、第2四半期
には一定の改善を実現し前年同期比
11％増となり、上期では前年
同期比1％減の3,693億円と
なりました。事業利益に
つきましては、経常的な

コスト削減に取り組む一方、成長に向けて、前年同期に抑制
したマーケティング投資や人材への投資を適正な水準で実行
したことなどから、上期では前年同期比74億円減の148億円
の損失となりました。親会社の所有者に帰属する四半期利益に
つきましては、キューサイ㈱の株式売却益を計上したことなど
から、前年同期比61億円増の4億円の損失となりました。

　今後の見通しにつきましては、売上収益は前年からの一定の
回復を見込むものの、新型コロナウイルス感染症の影響による
厳しい事業環境が継続することを見込んでおります。状況が
正常化したときに、より利益を生み出せる体制の構築に引き続き
取り組むとともに、売上と利益の状況を注視しながら、中長期の
成長に向け、下期も必要な投資を実行してまいります。

キャッシュの状況および株主還元について
　フリー・キャッシュ・フローの継続的な向上に努めており、資本
の適切な管理・運用の観点から、子会社株式の売却をはじめと

する事業ポートフォリオの見直しや政策保有株式の売却、拠点
再編等を実施し、現時点で十分なキャッシュを創出できていると
考えております。設備投資を含めた資本の投下についても、
内容をこれまで以上に精査しながら、中長期の成長につながる
ものに絞って実行しております。
　配当につきましては、前年の中間配当は、前例のない厳しい
事業環境の中、やむなく無配とさせていただきましたが、本年は
当社の基本方針である安定配当の考えに基づき、1株当たり
中間配当金を2019年並みの25円といたしました。期末配当金
も1株当たり25円を予定しており、年間では1株当たり50円を
見込んでおります。

　引き続き短期的な業績の厳しさが見込まれるものの、中長期
の持続的な成長に向けて信念をもって変革を遂行し、ステーク
ホルダーのみなさまにとっての価値を創出し続けてまいります。
　株主のみなさまにおかれましては、引き続き当社へのご理解
と長きにわたるご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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財務・非財務データ集

https://www.ccbj-holdings.com/corporate/download/

編集方針

CCBJHグループの情報体系

コカ･コーラ ボトラーズジャパンホールディングスグループ（CCBJHグループ）は、飲料事業を通じて持続可能な社会の発展に貢献することを目指
しています。当レポートは、ステークホルダーのみなさまに、CCBJHグループの共創価値（CSV）の理念と実現に向けた取り組みを具体的にお伝え
するものです。

「CCBJHグループ（私たち）」は、コカ･コーラ ボトラーズジャパンホールディングス（株）および連結子会社7社（コカ･コーラ ボトラーズジャパン（株）、
コカ･コーラ ボトラーズジャパングループ各社)を指します。「CCBJI」は、コカ･コーラ ボトラーズジャパン（株）を指します。

「CCBJIグループ」は、コカ･コーラ ボトラーズジャパン（株）およびコカ･コーラ ボトラーズジャパングループ各社を指します。「ボトラー社」
は、日本コカ･コーラ（株）が指定する全国のボトリング会社を指します。
また、「コカ･コーラシステム」には日本コカ･コーラ（株）およびボトラー社･関連会社が含まれます。「顧客」は、お客さま（主に消費者を
指す）およびお得意さま（主にお取引先を指す）を含みます。

価値創造ストーリー

価値創造への挑戦

価値創造を支える基盤

企業理念「Paint it RED! 未来を塗りかえろ。」のもと、CCBJHグループが
目指す企業像や方向性を価値創造ストーリーとしてまとめました。

価値創造の実現に向けたCSVの取り組みを「多様性の尊重」「地域社会」
「資源」のプラットフォームごとに紹介しています。

CCBJHグループの価値創造の基盤となる取り組みやグループを牽引する
経営体制などを紹介しています。

※コカ･コーラ カスタマー マーケティング（株）、 コカ･コーラ ボトラーズジャパンベンディング（株）、FVジャパン（株）、（株）カディアック、 
コカ･コーラ ボトラーズジャパンビジネスサービス（株）、コカ･コーラ ボトラーズジャパンベネフィット（株）
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私たちは、適時･適切な情報開示を行うことにより、あらゆるステークホルダーのみなさまから正しく理解され、信頼される企業にな
ることを目指しています。持続的成長を実現するためのESG領域（環境・社会・ガバナンス）における戦略や活動などの非財務情報は、

「CSVレポート」でお伝えし、私たちの推進する戦略や実績を含む財務情報は、「アニュアルレビュー」および「株主のみなさまへ」で
お伝えすることにより、統合的な情報開示を行っています。また、より詳細、かつ広範な情報は、ウェブサイトに公開しています。

財務情報 非財務情報

●決算説明会資料
●決算短信
●有価証券報告書

●コーポレート・ガバナンスに関する報告書
●ESG関連データ
●GHGプロトコルに基づくCO2排出実績

CSVレポート

社会との共創価値（CSV）IR・投資家情報

株主のみなさまへ アニュアルレビュー

GRI（Global Reporting Initiative）「サステナビリティ･レポーティング･スタンダード」参考にした
ガイドライン

2021年1月1日～2021年12月31日（一部2022年の報告事例を含みます。データの集計期間は、2021年1月～12月末です。）対象期間

コカ･コーラ ボトラーズジャパンホールディングス（株）、コカ･コーラ ボトラーズジャパン（株）、コカ･コーラ ボトラーズジャパン
グループ各社※を対象としています。（グループ体制図はP48をご覧ください）対象範囲

2022年6月発行日

用語について
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カリン社長（写真左）と青木 航（写真右）

社長や役員メッセージ  Linkedinにて発信中

https://www.linkedin.com/company/ccbji/videos/

ミッション・ビジョン・バリュー

ミッションの実現に向け
CCBJHグループは進化し続けます。

“ミッション実現”へのチャレンジ

　CCBJHグループの企業理念「Paint it RED! 未来を塗りかえろ。」を総称とする「ミッション・ビジョン・バリュー
（MVV）」を社員一人ひとりが常に意識し、業務の変革に取り組むことで、情勢の変化に機敏に対応するなど着
実な成果を挙げています。今後も、さまざまな施策を実施し、ミッションの実現を目指していきます。

【第1回「CEO MVV AWARD 2021」を開催】
　「CEO MVV AWARD」は、CCBJHグループで働
くすべての社員やプロジェクトを対象に、バリューに
掲げられている4つの要素を実践し、新たなチャレン
ジにより、組織全体に良い影響をもたらしたチーム
を表彰する制度です。
　2022年1月、「CEO MVV AWARD 2021」表彰
式がライブ配信で行われ、総勢237チーム（3,300
名）のエントリーの中から最高位の「MVV賞」をはじ
め7チームが各アワードを受賞しました。

【社長とのカフェミーティング】
　MVVについて深く理解し、社員一人ひとりが実践
につなげることを目的として、社長と社員によるカ
フェミーティングを定期的に実施しています。
　役員とオープンな対話ができる機会を通して、 
MVVをテーマに、前向きで活発なディスカッション
が行われています。

このミッション・ビジョン・バリューは、お客さま、株主さま、地域社会をはじめとする
あらゆるステークホルダーのみなさまに選んでいただける
パートナーであり続けることを謳っています。
また、このあるべき姿の実現に向け、持続可能な成長を果たしていくこと、
社員と会社がしっかりと学んでいくこと、
誠実さと信頼を大切にすることなどを盛り込んでいます。

MVV賞
代表者／SCM本部 製造統括部 製造企画部長　青木 航

　「多品種高効率な稼働の達成と非製造時間の最適化」を目指し、組
織を横断する150名近いメンバーと小さな改善を積み上げ、より自由
度の高い供給体制を実現いたしました。サプライヤーさまをはじめ、
海外ボトラー、日本コカ・コーラのみなさまからも知見を頂戴し、現有
資産を最大限に活用しました。これからも組織全体で日々の業務に
真摯に取り組みながら、“ミッション実現”へチャレンジしていきます。

【MVV実践の共有】
　社内イントラネット「WE NET」や
社内SNSを活用し、社長をはじめとす
る役員から、定期的に動画を発信し
MVVの考え方や想いをダイレクトに
伝えています。
　社員からは、日々の業務を通じたMVV
の実践事例を紹介することで、新たな
社員の気づきとなり、さらなるMVV
の理解と実践へとつなげています。

社長のカリン（写真左）と青木 航（写真右）
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サスティナビリティー
フレームワーク

「CSV Goals」
重点課題

ダイバーシティ
＆

インクルージョン

製品
（ニーズに合わせた

製品開発／
健康サポート）

社会
（地域社会への貢献）

調達／人権
（事業基盤の強化）

水

気候変動

World Without
Waste

（廃棄物ゼロ社会）

知的資本
「コカ･コーラ」などのグローバルブランドや世界
のコカ･コーラシステムネットワークへのアクセス

主な資本・強み

インプット アウトプット＆アウトカム 目指す姿

日本コカ･コーラとのパートナーシップ

社会価値の創出

〈CSV Goals〉

経済価値と社会価値の
相互成長

価値創造の原動力となる
資本の増強

人財
マネジメント ビジネスプロセス

マネジメント
IT基盤

DX推進体制

コーポレート
ガバナンス

サスティナビリティー
フレームワーク
CSV推進体制

ERM体制
BCP

企業理念（ミッション・ビジョン・バリュー）

製造資本（設備など）

人的資本

自然資本

社会関係資本

財務資本

▶当社は、日本コカ･コーラから調達した製品の主原料である原液を使用し、そのほかの原材料・資材の
調達、最終製品の製造、物流、販売、販売起点におけるマーケティング活動等を行っています。　　　
日本コカ･コーラは、原液の供給と製品の企画開発や広告などの消費者マーケティング活動を担います。
▶日本の飲料ビジネスの持続的な成長に向けて、バリューチェーンのあらゆる面において密に連携・
協業しています。

▶CSVの実現による社会へ
の還元
▶SDGsへの貢献

Beverages
for Life

人々の一生と日々の生活に
寄り添う飲料

ビジネスモデル

10億ドルブランド

21ブランド 約225社

イノベーション実現とソリューション提供を実現
する強固なサプライチェーン・販売基盤
製造拠点

17工場
営業／物流拠点

約320ヵ所
自動販売機

約70万台

多様な人財（多様性尊重、グローバル人財、飲料
のプロ）と能力を最大に発揮できる働き方基盤

社員数

約15,000名

限りある地球資源を使用する企業としての社会
的責任の認識とCSV推進体制

水使用量

12,993千㎥
水源涵養率

353％

地域社会をはじめとするステークホルダーとの
強固な信頼関係

営業地域

1都2府35県
エリア内人口

1億1,200万人

強固な財務基盤

資産合計

約8,700億円
格付

A+（R&I）/AA-（JCR）

世界の
コカ･コーラボトラー

リフレッシュ
メント

エンゲージメント
パートナーシップ

環境負荷
低減

いつも
そばにある

安全・安心

これまでに
ない体験

おいしさ

健康

経済価値の創出

売上と利益の成長

変革とコスト効率化

資本の適切な管理・運用

多様性の
尊重 地域社会 資源

▶成長と効率化による事業
成長
▶再投資資源の獲得

持続的成長に向けた基盤

ステークホルダーへの
提供価値

▶利益成長と株主還元充実によ
る株式価値の向上

株主・投資家

▶低炭素社会や循環型社会の形
成による環境負荷低減
▶生活者の環境意識向上への貢
献

自然環境

顧客
（お客さま・お得意さま）

社員

取引先
（サプライヤー）

▶会社と社員がともに学び、利益
を共有することによる社員満
足度向上
▶能力を最大に発揮できる職場
環境の整備

▶事業の成長と地域社会の発展
に資するCSVの実現

▶適正な取引・責任ある調達
▶会社の持続的な成長による長
期的な関係構築および取引機
会拡大

▶高品質な製品・サービスの提供
によるウェルネスおよびロイヤ
ルティ向上
▶飲料を通じたソリューション提
供によるお得意さまのビジネ
ス機会拡大への貢献（B to B）

地域社会

イノベー
ション

企業価値向上の
サイクルを継続強化

販売
計画

調達

物
流

製
品
製
造

販売マーケテ
ィン
グ

回
収・リサイクル

CCBJHグループの
バリューチェーン

マーケ
ティング

原
液
製
造

企画

研
究

開
発

日本コカ･コーラの
バリューチェーン

連 

携

※ 「水使用量」は、製品製造に使用した水(製品となった水を除く)の総量です。

40ブランド以上
600種類以上

※2021年4月時点

※2021年末時点

2021年末時点

価値創造プロセス

P09-12 P13-14
サスティナビリティーフレームワークの考え方
CSV Goals

P11-12
CSV Goals

CCBJHグループの製品・ブランド一覧
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各ワーキンググループ
（気候変動、WWW※2など） 営業本部 SCM本部 財務本部 人事・総務

本部 調達本部 法務本部

広報部/IR部※3

リスクマネジメント
委員会

経営改革本部
（サスティナビリティー統括責任部署）

CSV推進部／サステナブルストラテジー部
（サスティナビリティー主幹部署）

Enabling Board
（コカ・コーラシステムサスティナビリティー会議）

System Management Committee
（CCBJHグループ ELT・日本コカ・コーラ）

Executive Leadership Team
（ELT）

取締役会

CCBJHグループ 「CSV Goals」

日本のコカ・コーラシステム 
「サスティナビリティーフレームワーク」

コカ・コーラシステム グローバル目標

コカ・コーラシステム組織 CCBJHグループ組織

日本のコカ･コーラシステムのサスティナビリティーフレームワークの詳細

https://www.ccbji.co.jp/csv/materiality/

※1 ELTはCEOと各本部長を含めたCCBJHグループ全体のマネジメント組織　※2 WWWはWorld Without Waste（廃棄物ゼロ社会）の略称　※3 報道機関／株主・投資家へのコミュニケーション

荷堂  真紀

執行役員 最高経営改革責任者
兼 経営改革本部長

2019年実施のワークショップ

Q３	 共創価値（CSV）につながる
　　「サスティナビリティーフレームワーク」と「CSV Goals」の
	 関連性について教えてください。

　共創価値（CSV）は、私たちの事業の根幹の部分で、社会的
課題が近ければ近いほど、自分たちで解決しようとするモチ
ベーションが生まれます。また、私たちのビジネスにとってコ
アであり、専門性もあり、投資も持続的にでき、かつ社会課題
が解決されることで企業価値も上げることができるのです。
このオーバーラップを突き詰め、選ばれた課題を取りまとめた
ものが「サスティナビリティーフレームワーク」です。そしてそ
れらの課題はどのように解決するかというところを示さないと
物事は進みません。「CSV Goals」として具体的に設定した目
標と数値があり、そのあるべき姿に近づけるために何をするべ
きか、そして近づいた結果が数字になって表れている、この循
環がとても大切であり、これこそが「CSV Goals」の役割であ
り、「サスティナビリティーフレームワーク」とのつながりです。

　ステークホルダーのみなさまの未来につながる持続的な社
会の実現に向けて、私たちが事業を通じて社会課題に積極的
かつ持続的に取り組んでいけるよう、これからもCSVの取り
組みを強力に推進していきます。

サスティナビリティーフレームワークの考え方

2019年、日本のコカ・コーラシステムは、サスティナビリティーのグローバル目標達成に加えて、日本独自の課題をベースにした戦
略を立案し、コカ・コーラシステム共通のアクションプランへ落とし込むことを目的に、サスティナビリティーの課題抽出と優先順位
特定のための大規模な共同調査を行いました。
その結果、「多様性の尊重（Inclusion）」「地域社会（Communities）」「資源（Resources）」の3つのプラットフォームと直近に取り
組むべき9つの重点課題が合意されました。

サスティナビリティー活動の目的

企業価値最大化に向けた共創価値（CSV）の推進

サスティナビリティーマネジメント体制図

サスティナビリティーフレームワーク特定プロセス

　コカ･コーラシステムは、環境や日常生活、私たちを取り巻く地域社会などの各場面で、日本が直面する重要な課題に対し、
ビジネスを通じて変化をもたらし、さわやかさを届けながら、未来を共創していくことに責任を持って取り組みます。

日本のコカ･コーラシステムのサスティナビリティーフレームワーク（3つのプラットフォームと9つの重点課題）

Q1	 経営において「サスティナビリティーフレームワーク」とは、
	 どのような位置付けでしょうか？

　「サスティナビリティーフレームワーク」は、持続可能な社会を実
現するための社会課題に取り組むことに会社がどのようにコミッ
トしているかを内外に示しています。私たちは飲料メーカーです
から、きれいな水や持続可能な環境がなくては生き残れません。
それは私たちが事業を始めたときから常に解決すべき課題として
経営の土台にありましたし、経済的成長のために最近追加された
ミッションではないのです。空気や水が生命維持に必須であると
同様に企業が成長していく上でのファンダメンタルとなるもので
す。

Q2  「サスティナビリティーフレームワーク」を推進するために
	 どのような体制を構築していますか？

　2019年に発表した中期経営計画で基本的なサスティナビリ
ティー計画を発表しました。 ちょうど海洋プラスチックごみ問
題が世界的にクローズアップされていたときで、私たちはPET
ボトル問題を強く認識し、ザ コカ・コーラ カンパニーが掲げる

「World Without Waste（廃棄物ゼロ社会）」の実現に向けて
取り組みを始めていました。
　各事業部門においても、独自に社会課題解決に取り組んでいま
したが、全体から見ると、たとえば水資源の削減を追求するあまり
エネルギー資源増加につながるなど、コンダクター不在の問題が
見えてきました。そこで今は、各チームを横断的に見通して「計
画・立案・モニタリング」などの一貫戦略を行う経営改革本部直轄
のセントラル・チームとして、CSV推進部／サステナブルストラテ
ジー部に集約し推進しています。

2021年12月末現在

　3つのプラットフォームにおける持続可能な開発目標（SDGs）との関わりを検証し、SDGsの達成も目指すことで、社会課題の解決に
貢献します。日本のコカ・コーラシステムは、９つの重点課題をもとに、さらに具体的なアクションを再構築しています。
　また、活動の進捗状況や成果は、引き続きWEBサイトなどを通じて定期的に報告すると同時に、NPOや外部専門機関、有識者など第
三者意見を取り入れ、時代に即した活動に取り組みます。

　CCBJHグループでは、日本のコカ・コーラシステムと連携して、サスティナビリティー活動の方向性を定めてい
ます。その推進のためELT※1が主体となり、サスティナビリティーを含む、さまざまな課題について方針を決定し
ています。さらに、環境に関する法令・規制・制度など事業への影響が大きいと判断されるリスクや機会について
は、全社リスクを特定するリスクマネジメント委員会を通じ、取締役会へと報告されます。今後も、持続可能な社
会の実現に向け、サスティナビリティーマネジメントをさらに強化していきます。

1 外部調査により日本国内の社会課題を抽出

2 189の課題を33項目に絞り込み

3 33項目をマテリアリティ・マトリックスにプロットし、重点課題15項目を特定

4
5

コカ・コーラシステム内におけるインタビュー・ワークショップの実施とアップデート

3つのプラットフォームと重点課題9項目を特定
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サスティナビリティー
フレームワーク

CSV Goals
2020年実績

（12月末）
2021年実績

（12月末） 進捗度
重点課題 項目 目標数値

ダイバーシティ
＆

インクルージョン

女性管理職比率（2025年までに） 10%

5.8% 6.3%

女性管理職比率（2030年までに） 20%

製品
（ニーズに合わせた

製品開発／健康サポート）

主要ブランドでのノー／低カロリー製品のラインナップ 100% 100% 100%

特定保健用食品（トクホ）および機能性表示食品の販売数量増（2016年比） 300% 190% 177%

パッケージ前面でのカロリー表示およびわかりやすい栄養表示 100% 100% 100%

コカ·コーラシステム「責任あるマーケティングポリシー」の遵守 100% 100% 100%

社会
（地域社会への貢献）

社員のボランティア参加率 10% − 3.7%

コミュニティプログラム参加人数累計 100万人 89万人 90万人

World Without
Waste

（廃棄物ゼロ社会）

サスティナブル素材※1の使用率（2022年までに） 50%
28%※2 40%

サスティナブル素材※1の使用率（2030年までに） 100%

サスティナブル素材※1使用製品の割合（販売本数ベース）（2025年までに） 100% 約90% 約90%

さらなるPETボトルの軽量化（2004年比）（2030年までに） 35% 30%以上 30%以上

販売量と同等の回収量（2030年までに） 100% 96.7%※3 −

環境保護団体や業界団体との幅広い連携（2030年までに）

水
水源涵養率、工場近辺の水源、流域に注力 200% 364% 353%

水使用量削減（2030年までに） 30% 19% 19%

気候変動

温室効果ガス削減 スコープ1、2（2030年までに） 50% 19%※4 21%

温室効果ガス削減 スコープ3（2030年までに） 30% 17%※4 23%

温室効果ガス排出量実質ゼロ（2050年までに）

再生可能エネルギーの推進

調達／人権
（事業基盤の強化）

持続可能な原材料調達 100% 100% 100%

CCBJHグループバリューチェーン上でのサプライヤー基本原則
（Supplier Guiding Principles）の遵守 100% 100% 100%

※1 サスティナブル素材 : 「ボトルtoボトル」によるリサイクルPET素材と、植物由来PET素材の合計
※2 2020年までは「ボトルtoボトル」比率
※3 PETボトル回収率（出典 : PETボトルリサイクル推進協議会「PETボトルリサイクル年次報告書2021」）
※4 2021年10月のGHG排出量削減目標公表に合わせ、新基準での集計方法に基づく実績

※記載のない限り、基準年は2015年、目標年は2025年 50%未満

50%〜79％

80%以上

CSV Goalsの詳細

https://www.ccbji.co.jp/csv/csvgoal/

CSV Goals

「CSV Goals」の社内浸透への取り組み

　私たちは、一人ひとりの意識変化や行動が、社会課題の解決と同時に、CCBJH
グループの成長と企業価値の向上につながると考えています。そのために、日本
のコカ･コーラシステムの「サスティナビリティーフレームワーク」や、CCBJHグループ
の非財務目標「CSV Goals」について、社内への周知と理解促進に向けてさまざまな
施策を実施してきました。
　2021年からは、さらに社内への浸透を図るため、社員が「CSV Goals」を理解・
共感・納得して行動につなげる「ジブンごと化」を目指して、社内イントラネットを
活用した定期的なオンライン勉強会や、eラーニングなどを実施しています。

【社内イントラネットの活用】
●	オンライン社内勉強会
●	CSVライブラリの開設（社内イントラネットへの情報集約）
●	毎年、社員の約9割がeラーニングを受講
●	社内SNSでの発信（「CSV Goals」、SDGsと紐づけた取り組み事例紹介）

日本のコカ・コーラシステム共通のサスティナビリティーフレームワークをベースに、CCBJHグループではより具体的な目標として
「CSV Goals」を定め、持続可能な事業と社会、そしてミッションの実現に向けて取り組んでいます。
「サスティナブル素材※1の使用率」については、「ボトルtoボトル」の取り組みなどを加速させ、2021年末実績で40％を達成してい
ます。また、水源地域の森林保全団体との連携強化により、2021年末実績の「水源涵養率」は目標を大幅に上回っています。「社員
のボランティア参加率」は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響により、ボランティア活動が制限され、低い値に留まって
います。COVID-19が終息した後には目標を達成できるよう環境を整えています。
毎年取り組みの進捗を確認しながらバリューチェーン全体でPDCAサイクルを回し、着実に目標達成に向けて歩みを進めています。

私たちは国連と民間企業・団体が協同し、健全
なグローバル社会を築くための世界最大のサ
スティナビリティーイニシアチブ、国連グロー
バル・コンパクト（UNGC）に2022年3月署名、
4月に賛同を発表しました。UNGCが掲げる、

「人 権」「労 働」「環 境」「腐 敗 防 止」の4分 野10
原則を実践し、事業活動を通じた社会課題の解
決に取り組んでまいります。

国連グローバル・コンパクトへ賛同
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CSV Goals



（2021年4月時点）

ブランド数

ブランド以上
40

製品数

種類以上
（2021年末時点）

600

2022年5月末現在

ノンアルコール
飲料

CCBJHグループの製品・ブランド一覧

CCBJHグループは、みなさまのさまざまなライフスタイルや健康的な生活をサポートするために、カテゴリーやフレーバー、パッ
ケージなど豊富なラインナップを取り揃え、ハッピーなひとときをお届けしています。
また、100％リサイクルPETなどサスティナブル素材※を使ったパッケージの導入やラベルレス製品の展開、容器1本あたりのプラス
チック使用量削減を目的としたボトル軽量化の促進などにも注力しています。

CSV Goals「製品」に関わる主な製品 ★ ノー／低カロリー製品　　■ 特定保健用食品（トクホ）　　● 機能性表示食品

※サスティナブル素材 : 「ボトルtoボトル」によるリサイクルPET素材と、植物由来PET素材の合計

炭酸飲料

コーヒー飲料 果汁飲料 エナジー/その他 アルコール飲料・ノンアルコール飲料

茶系飲料 スポーツ飲料 水系飲料（ミネラルウォーター類）

　ラベルレス製品は、容器からラベルをなくすことにより、ラベルをはがす手間をなくし、リサイクルのた
めの分別が楽になる製品です。2020年4月に発売した「い・ろ・は・す 天然水」に続き、「綾鷹」、「爽健美茶」、

「アイシー・スパーク from カナダドライ」、「アクエリアス」、「コカ・コーラ」など、8ブランド・18製品を、
オンライン販売中心に展開しています。

★

★ ★ ★ ★ ★ ★★★★

★ ★★ ■ ■ ■● ●

　100％リサイクルPETは、使用済みPETボトルを回収し、新たにPETボトルと
して再生する取り組み「ボトルtoボトル」によりつくられ、５ブランド・３７製品※

を展開しています。
※ 2022年2月現在の日本のコカ・コーラシステム実績。CCBJHグループでは、4ブランド・34製品
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CCBJHグループの製品・ブランド一覧



7,858億円 △147億円 △210億円

△25億円 1,105億円

7,920 7,858

△47 △25

2 △147 △117 △210
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（億円）
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50
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（12月期）

2021
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70

0

-70

※事業利益は、事業の経常的な業績を計るための指標であり、売上収益から売上原価ならびに販売費および一般管理費
を控除するとともに、その他の収益およびその他の費用のうち経常的に発生する損益を加減算したものです。

外部評価と社外への賛同・参加の詳細

https://www.ccbji.co.jp/csv/evaluation/

気候変動イニシアティブ
(Japan Climate Initiative)

※サスティナブル素材 : 「ボトルtoボトル」によるリサイクルPET素材と、植物由来PET素材の合計

財務ハイライト 外部評価と社外への賛同・参加

外部評価2021年12月期連結決算ハイライト（IFRS） 

2022年の主な目標指標 社外への賛同・参加

Dow Jones Sustainability
Asia Pacific Index

（DJSI Asia Pacific）

FTSE Blossom Japan Sector
Relative Index

S&P/JPX
カーボン・エフィシェント指数

日経Smart Work経営調査
2021年「星4.5」認定

work with Pride
2021年PRIDE指標「ゴールド」

東京都スポーツ推進企業
令和3年度認定

スポーツエールカンパニー
2022年認定

エコバディス サステナビリティ調査
2021年「シルバー」評価

SSON Impact Awards Asia
「ベストベンダーコラボレーション部門」
「ベストシェアードサービスチーム部門」

金賞受賞

第21回 グリーン購入大賞
大賞受賞

がんアライアワード 2021
シルバー受賞

日経SDGs 経営調査
2021年「星3.5」認定

なでしこ銘柄
2021年「準なでしこ」選定

国連グローバル・コンパクト

Business for Marriage Equality
（BME）

The CEO Water Mandate

ビジネスによる
LGBT平等サポート宣言

気候関連財務情報開示タスクフォース
（TCFD） TCFDコンソーシアム

CDP 2021年度
水セキュリティ「A−(マイナス)スコア」

気候変動「Bスコア」

くるみん認定
2011年取得

健康経営優良法人 2022 
ホワイト500

東京都女性活躍推進大賞
2021年産業分野「大賞」受賞

新・ダイバーシティ経営企業100選
2020年表彰

えるぼし認定
2019年二つ星取得

売上収益

親会社の所有者に帰属する当期損失

市場シェア

減価償却費

経常的なコスト削減

年間配当金

設備投資

サスティナブル素材※使用率

事業利益

現金及び現金同等物の期末残高 １株当たりの配当金

営業損失

一般的なPETボトルから100％サスティナブル素材※

に切り替えた場合、1本当たり約60％のCO2削減

投資抑制を継続も、市場環境を見極め段階的に
投資を拡大

設備投資のコントロールにより、前年から低減

ベンディングの金額シェア成長。手売りチャネルで
は、適正価格を意識しバランスのとれた戦略を実行

強固なバランスシートにより、安定配当を目指す

変革を通じ、経常的なコスト削減を実現

50億円

470億円 50円/株

460億円

50％

私たちの社会課題の解決に向けた取り組みは、行政や外部機関より高く評価され、さまざまな賞をいただきました。

さまざまな社外へのイニシアチブに賛同・参加することにより、社会課題の解決に取り組んでいきます。

※ CCBJHグループや日本コカ・コーラが取得したものです。
※ このほか、2019年度「東京都障害者雇用エクセレントカンパニー賞」産業労働局長賞受賞、
　 環境マネジメントシステム「ISO14001」認証取得、食品安全マネジメントシステム「FSSC22000」認証取得

※ このほか、「2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする」ことを
目指し、経済産業省が公表した「GX（グリーントランスフォーメーション）リーグ
基本構想」と環境省がテナント企業などによる脱炭素化への取り組みを取りま
とめた「リーディングテナント行動方針」に賛同しました。

※IFRS16によるキャッシュアウトを伴わない設備投資は含まず

※販売機器の耐用年数変更の影響を含む
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財務ハイライト、外部評価と社外への賛同・参加




